あ きぼね 

その 人に また 逢 ふまで は、 とても 重苦しくて 気骨の 

折れる 人、 もう 滅多に は 逢 ふまい と 思 ひます。 さう 思 

へば さば/ \ して 別の 事 もな く 普通の 月日に 戻り、 毎 

まち か 

日 三時のお 茶 うけも 待 遠し いくら ゐ待 兼ねて 頂きます。 

ふ さ おいさき 

人間の 寿命に 相応 はしい、 嫁入り、 子育て、 老 先の 段 

取り なぞ 地道に 考 へても それ を 別に 年寄り染みた 老け 

込み やうと は 自分で も 覚えません。 縫針の 針 孔に糸 は 

たやすく 通ります。 畳 ざ はりが 素足の 裏に さ ら /\ と 

きぎく い 

気持よ く 触れます。 黄菊な ど を 買って 来て 花器に 活け 

ま ^9 

その 人に また 逢 ふ ときには、 何だか 予感と いふ やう 



な ものが ございます。 ふと、 た、 V これ だけの 月日、 た V 

これ だけの 自分で はとい ふやうな 不満が 覚えられて 

莫迦々々 しい 気持に なり かけます。 けれども 思へば そ 

の 気持 もまた 莫迦ら しく、 かう して 互 ひ 違 ひに 胸に 浮 

ぶこと を 打ち消す さま は、 ちゃう ど 闇の 夜空の ネオン 

でせ うか。 見る うちに 「赤の 小粒」 と 出たり、 見る う 

ちに 「仁 丹」 と 出たり、 せ はしない ことです。 する う 

きっと あ 

ち 屹度 そ の 人に 逢 ふ 機会が 出て 来る ので ございます。 

出が けのと き は、 やれく、 また 重苦しく 気骨の 折 

れる ことと、 うんざり 致します。 逢って 見る 眼に は 思 

ほ 力 

ひの 外、 あっさりして 白い もの、 感じの 人で ございま 



す。 た、 V それに 濡れ 濡れした 淡い 青 味の 感じが 梨の 

はなびら 

花片の やうに 色 を さしてる のが 私に はきつ と 邪魔に な 

るので ございませう。 

その 人 は 体格の よい 身体 を しゃんと 立て、 椅子に 腰 

ひざ 

を かけ、 右 膝 を 折り曲げて ゐ ます、 いつも 何だか 判ら 

ない 楽器 を その上に 乗せて、 奏でて ゐ ます。 普通に は 

ほ とん 

殆ど 聞え ません。 私 は 母から 届ける やう 頼まれた 仕 

もく わ い 

立 もの を 差 出します。 その 人 は 目礼して 受取って 傍の 

さしず 

机の 上に 置きます。 そして 手で 指図して 私 をち やう ど 

その 人の 真 向う の 椅子に 掛けさせて、 また 楽器 を 奏で 

続けます。 その 人 は 何も 言 ひません。 細 眼に した 間 か 
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